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はしがき

昭和、l l年度から農林省は熟管等の農業に掬する試験研究を推進するため，在外研究員の派遣をはじ

めとして，梱外調査，資料収集，広報活動，研究交流等を行なってきたが，昭和 i 5年 6月，これらの

の

本書は，

とl-c「熱帯農業研究センター／が発足した。

の地域における農業機械化の現状わよひ試験研究の実態を把握するため，夕＇（およひ

フィリヒンについて現地調査を実施した戟告書である。本調青が行なわれたのは，熱帯農業研究七 J、ク

一発足以前のことてあったか，従来の農林水産技術会議事務局熱帯農業研究管理室の業務は，殆んとす

ベ 究七ンクーに引継がれたので， ここにその報告書を発行する次第てある。

等の農業に関する試験研究推進の指針となれば幸いである。

終りに，本調脊を行な—た農事試験場作業技術部作業技術第 1 研究室宮沢桐治室長，およひ農業機椴

化研究所研究第 2部入江迅男主任研究員，ならひに本調府にあたってご協力を頂いた各位に対し，謝意

を表したい。

昭和 46年 8月

熱帯農業研究七ンター所長

山 田 登



目 次

l 調査目的および調有経過 ..•.••.•.........•.•....•••.••..•..• ··• .••..•.••.••. ., .......•• ··•. .• ... ... . .• ..• .. • .. ... • 1 

1. 目 的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・....•·. .. • ..• .• • .• . ... .. • ••.. ... ... ... .. • ... .• • ... .. • .. • ... ..• ..• ... ... ... ..• ... ... ... ... ... ... l 

2. 調査日程と経過 .... ., .... ·• ... ,. ......•..•..•........•..•..• ··• ... .. • ... ... ... ... ... ... ... ... • .. ... ... .. • ... ... ... 1 

li タイにおける調査結果 .. ・・・・・・・・・・・·················--···••·•·····。···············•·••········--···········。······· 8 

l. 農業機械利用の実態 ·················••·······················•··•·················· ·····• ··•····················· 8 

1) 農機の生産・輸入・普及状況 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．● 0● ● ・・・・・・・・・・・ 8 

2〉 主要作物における農機の利用状況 。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・ 14 

2) -1 主要作物の作業体系と労働手段， 所要労カ ・・・・・・・・・・・・・・・............・ •...... ・ ·...•.. ・・・・・・1 4 

2) -2 農機の利用状況と作業性能 ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、...........·•···· ·····•·····•.•. ····••··•... 2 0 

3〕農機利用上の問題点 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ヽ・........・ ・...... 2 7 

2 農業機械に関する試験研究状況...::::::::::::::::::: :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 2 8 
1) 試験研究機関の組識と配置 2 8 

2) Department of Rice•·· •·· • •· •·· •· • •·· •· • ... •·· •· • •·· •·· • • • •·· •·· ・・ ・ ・・ ・ •·· ・・ ・ ・・・ ・・ ・ •· • ・ ・ ・ •·· ・・・ ・・ ・ •··3 1 

3) Department of Agriculture •·· •·· •·· ・・・ •·· •·· •·· •·· •····· •、ょ● ····•··· ・・・・・△● .• 山....疇●● ・・・・會.....3 2 

4) Agricultural Center, North-East 3 2 

5) 大 学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........................3 2 

3. 総 括 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..··········•················ •································ 3 2 

l) 農機の利用状況と研究課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・--・・・・・・・・・・32 

2) 試験研究状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 3 

3) 在外研究員の派遣につしヽて ................................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 4 

Ill フィリピンにおける調査結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・"・・--・・・34 

l. 農業機械利用の実態 ............................................................................................. 3 4 

l) 農機の生産・輸入・普及状況 ・・............................................................................3 4 

2) 主要作物における農機の利用状況 ........................................................................ 4 0 

2) -I 主要作物の作業体系と労働手段，所要労カ ・..................................................4 0 

2) - 2 農機の利用状況と作業性能 ・.......................................................................4 4 

3) 農機利用．上の問題点 ········•·········--·····································"·······························4 8 

2. 農業機械に関する試験研究状況 .............................................................................. 5 () 

1) 試験研究機関の組識と配置 ・・・・・・・..。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・5() 

2) Bureau of Plant Industry・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・ ・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・.... ・ ・・ ・・・ ・・ ・ ・・・ ・・・ •· ・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・5 3 

3) Agricultural Productivity C omm1s1on ... ・・ ・..... ・ ・・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・・・... ・・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・.. ・ ・・ ・5 4 

4) 大 学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..............................................................................5 4 

5) IRRI・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 5 

3. 総 括 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.............................: ···········•.••......... 5 5 



1 農機い和1月1状況と飢・究謀見甘

...) ; 試験研究状況 ．．．．．．．．．．．．．． 

在外砧究員の派遣~につし・¥て ．．．、・・・・・・・・・ ・・疇● ヽ······••«••·

に
Jr

3
 

,56 

t
i
'
 

uo 

参考資料

喜 真

8

0

 

5

6

 

｀

＂

 

．

、
＾
｀
 

e

n

 

•• 
．

．

 

＂
．
 



fii 

ごふ
店
~

＇，
 ,

9

 ァ

な生い見を得ると

調査日程と経過

夕 （
 

：昭和 ,1 5 sr 1月 2 2 日 ~2 月 5 日

フィリヒソ：昭和 4 5年 2月 5日

ワ
r
9
7
 

‘
;
‘
 ふ曰9

"ふ 木）

3 日 □祖〗

｝ヽi』J 同地域の農菜機械利用の動向を調査し，
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危礎的

日本大使貯に校拶 馬出書記官の箋臼で， Dep釘吋mentof 

S. Cheoぶakul汐官に挨抄 GRice を訪れ

Dep. of Rice 

，
 

去｝

の

A. Boonit 

出辺

Division 

両氏に会い｀業務の誌］容和間

部杯］を見学。

A. Boonit氏，高橋均技官の案内＼自動車)によりハ／

ク周辺の調査（終日）。

①
 

②
 

R
 

⑤

⑥

 

ハンコ，ノク郊外における水稲の収穫

CholburiのMuangThong Co. (フラウ工場〗

SiruchurのS.R. Tapioca Starch丁勘）

畑作地帯におけるトラクタ—による耕私

タピオカの柏付・中耕

サトーキビの収穫

資料整理

市内の SundayMarket 

井関農機の渡辺氏に会い，農機小情を聞く 0

ハンコック→ ソンクラ-(飛行機，A.Boonit氏，裔橋技官同

見学

行）

Kuan Gut Rice Experiment Station の勘長M. Ane-

chachai 氏の案内（自動車）により［口j勘を訪間，水稲およひ

農槻具を調脊と。

Haadyaiの RubberResearch Centerを訪間。コムの栽

駅・加工状況調査。

資料整理

ソンクラーの MarrineFishery Station 

を功れい

見学。

-1 -



l月 28日（水） 11:30-15:10 ソンクラー→バンコック（飛行機）

1s:oo-17:oo JETROを訪れ島田氏から農檄事情を聞く e

29 日＼木〕 s:00-12:00 ① P. Nagalakshana, A. Boonit 両氏の案内で

cultural Aviation Division を訪れ， K. Sri-

sa:rintara 氏から航空散布の状況を聞く u

② Klongluang にある Eng.Div. のFarmMechanization 

Training Center を訪れ，所長の S. Sukkchai氏から

訓練の内容を聞き，施設を見学。

Iふ： 00~17:00 ① S. Ragtrakul 氏の案内で市内の Rice

Industry Co. ライスミル用機板工湯を見学。

R ヤンマーサーヒスステーションを訪れ，中沢氏および日綿

実業の新野氏からライスミルの状況を聞く。

18:30•- 3:30 バンコック→ コンケン（汽車， 氏
ノー

A. Boonit ー，高橋技官同打）

30日金） s:30~12:00 ① Khonkaen Rice Experiment Station を訪れ，湯長

U. T. Wongvises 氏の説明を聞く。

② Agricultural Center J¥iorth-East 

V。 Benjasilapa 博士の説明を間〈。

n:00~11:00 ① Khonkaen University の Facultvof 

を訪れ， T.Hemapat 氏等から該［明を間<0 

② Ubolratana Dam 見学。

訪れ，副場長

3 l 日（土） 8:30~11:00 コンケソ→バンコソク（自動車）

2月 1日＼日）

2日＼月）

3 日（火）

① Pakchong の Nationaland International Corn 

and Sorgham Research Center見学。

② Bangkok Jute Mill 見学

7:00~16:00 市内見学 (FoatingMarket, J. I. M. Land.) 

g : o o ~ 9 : 3 o Engineering Di vision の部長 D.Devakul氏に会い，研

究の内容について聞く c

9;30~17、00 バンコック→チャイナート（自動車， A.Boonit氏案内〕

① Sahachi Rice Mill および HongyiansengRice 

Mill見学。

② Chai Nat Rice Experiment Station を訪間，場長

U. T. Tanapunyo氏の説明を聞く。

s:00~16:00 チャイナート→バンコソク（自動車）

① Chai Nat Dam 見学。

② Chao Praya Basin Research Center を訪れ， S.

Tienseemuang氏等の説明を聞く。

16:00~11:oo 海外貨物検査（株）を訪れ，支店長培井氏から農産物の流通事情

-2-



について聞く。

し！
ヽ
，＜

 

t
!
'
 

7
 

r

し日4
 

月 g :00-i 1 :oo Kasetsart University の of 

を訪丘部長 の S.Virathian 氏および K.

氏から説明を聞く。

H:00~16;00 日本人使館訪間，馬場書記官の案内で Departmentof Rice 

を訪れ局長の S. Dasananda 博士に挨拶，調査結果の概要

を

（フィリピン）： I -2図参照

2月 5日（木） 15:30-19;30 ハ~／コソク→マニラ（飛行機）

6日（金） 10:00~12:oo ① Bureau of Plant (BPI) を訪関， 次長の

V. B. Arancillo氏と調査スケシ上ールについて打合せ。

② BPI のAgriculturalEngineering Divisionの次長

P. B. Aldaba氏の案内で部内を見学。

14:00-16:00 J. T. Martinez 氏の案内で CentralExperiment Sta-

tion を見学。

7日（上） 9:00~12:00 東洋棉花を訪れ，三浦氏から農機事情を聞く 0

1s:oo-1s:oo 井関農機の関谷氏に会い，農機市情を聞く。

8日（日; 9:00-12:00 資料整理

13 :00--17 :oo 市内見物

9日（月〉 1:30-12:00 IRRI訪問（自動車，関谷氏案内） Engineering Division 

Engineering Division の部長 A.U. Khan博士等に会

い研究内容を聞く。

13:00~11:oo ① University of Philippinesの Collegeof Agricultun 

を訪れ，部長の F. T. Orillo 博士に挨拶。

RDepartment of Agricultural Engineering を訪れ，

R. M. Lantiほ等から研究状況を聞く。

③ 倉島技官の案内により IRRI内見学

1 0日（火） 7:30~14:oo Los Banos→ Munoz (自動車）

1-1:00~22:oo ① lVIaligaya Rice Research and Training Center 

を訪れ，場長のE. C. Cada氏等から研究および農機の状況

を聞く。

② Central Luzon State Universityの Collegeof 

Engineering を訪れ，部長の C.R. Las lVIarias氏に挨

拶。平和部隊の山田氏の案内で学内見学。

③ 北大桃野助教授（国連のExpert)に会い，農業翡店を聞

く。
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J :3 日＼金〉

11 日（土）

I 5 日（日）

l 6 日（月）
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l O ; :i O 0~  l cl , い

7:00-10:00 

16 :30-17 :oo 

7:30-11:00 

8'.,10-9'.30 

10:00-11:00 

12:00-1°1:00 

s:30-10:00 

l¥Tu和万

!3o. Buato 

六／ニ~

BP『~

訪間

¥
.
9
 

-5l 

(＇、

び｝

.. . 
」〔on12

の i¥!THm.ore

,ia~ 

ロ

Varagas l汀owFactory Incぶ

@ BPI の Rigiona1Office, 

Jarnan叶『P Industries 

Project, 

Crこ,cp,

＼張Ti機 BPI ,; 三） D。 J.

H. Gageloma氏告の案J)、；＼自虹車，i

ゥ

所長の P.

農楔ティ.一~

Experiment 

氏等から農機の状況を則く。

台誇政府の IloilsRice Production 

具振能氏から状況を聞く。

① Iloilo Seed Farm .. 場長の』 A. Do,ioles氏から農機

の説明をうける。

② Calinogの Lambunao-CalinogSugar Mill 

追船の外1月氏から説明を聞く。

③ Dingle Dam 見学。

イロイロ→バコロト（、升守機，

行） 0 

① Silay 

BPI の H.

of Silay and Saravia 

② バコロトの Victor& Macario Corp. 

—兼工場）

RBago River Irrigation Dam 

④ Sugar Cane 栽培地帯

⑤ La-Granja Experiment Station, G. 

氏から農機の状況を聞く。

ハコロド→セブ（飛行機）

閏く

氏同石

よりト

¥ -- J 

Assico氏

着ド［岩/:

王:" S" Gage-

Extension 

日立

C. Jereza氏同

Negros 0cc。県庁に挨拶。

BPI の E.Manon 氏等の案内（自動車〉により↑記訪問

のAgriculturalIndustrial Development 

（精糖工場）

〖農機ディーラ

Linterna 

BPI の RigionalOffice 

に挨拶u 農機について説明をうける。

市内見物

を訪れ，所長E.T.Ganzon氏

セブ→タバオ（飛行機）
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J
 

を訪れ f 戸万長 A已 戸 の Rigiona1Of『1ce

ento氏等と調査について打合せむ

H. Sarnn-

l 3 : 0 0'" I 7 : r, 0 

l 7 日＼火）

j 8 日（水）

1') 日i、本＼

20 日（、金）

21 日（土）

10:20-11:00 

13:00~12:oo 

R:00-16:00 

17:30-22:00 

l 3 : リり～ '‘, 

ヽ

．i. 
‘.I 

•• 
?~ 

.00~1,2:00 

14:00-17:00 

JS :30-20 :oo 

Davao Experirnent Stationを訪れ

氏等の案内により，

ダ，．、オ→ ：エタハ

D. 

& Corn Experiment Station 

氏等から柏作および

Valdez 

⑨ 

③ 

夕

Prado 

氏から

lヽー→ マ

JETRO 

'£; APC 

② BPI 

八bac:a, Coffee 

\~ 飛行機）

氏等の象r'J(自動車）て

を訪間，

の状況を闘く。

FACOMAl農協)を話れ；

内容， 農炭の状況を間<u 

〈、飛行機）

訪間，阿長東 [l氏から

日本人使館訪閂

〖夕食招待）

場長 Bさ Luardo

等の試験状況見学J

Mindanao Hice 

八＂

マネ

Mercado 

ャーの B.c
 

｝` 臼片，9
こ！耳J'• Ll 

瓜生古記官に調査状況蔀告および打合せ

＼国連の Expert 〗に会い，

ついて説明をうける。

農槻事情に

Commission (APC) 訪 間

S, い Castillo氏等から農機の禾リ用状況を聞く。

の Provincialoffice, Rizal を訪れ，

Cruz氏等から農機の普及利用について聞く。

を訪れ，次長 V.B. Arancille氏に挨拶，

H. s. 

調査結

東の概要報告。

マニラ→東京〈飛行機）
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タイにおける調査結果

の実態

L 晨摂の生産が輸入＊普及状況

ば） トラクタ...ー鉛耕和整地用機械

トラク；9ーは；従来ーー主として輸入の四輪塑に頼っていたが最近は構造の簡単な国内痒豆）―卓輪囲!(.:T 

ノンノンを除く〉の着及も延ひている、ます輸入状況をかすと JI- 1表のとおりであるか，四輪励は，J

ックダウ ものが多い~；

且-l表 トラクターの輸入状況

（台数 i

年次
の輪入 1:、、 日本からの翰出 2; 

輪 四輪 -・ 輪 四 輪

1 9 5 7 24 243 

l り8 J 9 365 

l 9 5 9 8 37 

l 9 6 0 25 830 

1 9 6 l 1 5 l, 4 7 

l 9 6 2 22 1, 3 3 l 

l 9 6 3 12 5 1,797 99 

1 9 6 12 ,1 3,322 3 l 3 l l 

1 9 6 245 2 80 2 2 4 5 

l 9 6 6 585 3,287 585 23 

1 9 6 7 818 :,, ,j 5 7 848 22 5 

l 9 6 8 1, 1 4 2 1 l 4 
-- ... 

1 9 6 9 !] 5 5 I 8 
：ト----・~・・-・・---・ 一

計 2,040 19, 3・13 3,993 450 

出所， 1) : Customs Department (Thailand Farm Mechanization 

and Farm Machinery Market, Royal Thai Government ,1969) 

2) : 農機具情報および日農機械情報， 日農L

表中，二柏トラクターについては出所 1)と 2)が一致しない年があるが，二輪トラクターのほとん

ど全部は日本製てあることか，また四輪トラクター中に占める日本製の割合は非常に小さいことがわ

かる。輸入トラクターの銘柄は 2 7 , 輸入相手国は 2 2と報化されているが，相手国別の輸入台数を

示すと rr--2表のとおりで，英国からの輸人が圧倒的に多い Q

-8-



の地方号ljo:>分布状況を乃

-9 

fr及吠；'兄
6 

り二， 叶てリ［平原に 及し〔し



なお， この数年米 6- is PSのエンシンを搭載した水田砕土機( machine)が年間

2,000台ぐらい生産されている、）

施肥機・ 岱移柏機

これらの機械の生産は全然見られないか，乗用トラクター用の施肥機と描種機が若干導入されてい

るぐ，普及台数は APOの報告 (1968)では Fertilizerspreader が 1,000台，

:J, 00 0台とな-,、ているが， ECAFEの報作 (1 9 6 8)では Fertilizerdistributorが 150台，

Planterか

Seed distributorか150台となっており，正確な値はつかめない。

原動楓

ももっは ンの国産化が訂画されている。

5表のとよりである。

輸入に依存~ しているか，ディ-,ti; しエン

れなうしったが，輸入に関する紐,;「資料げ 日本 ぅ
入し 輸出を示すと ll

且 日本か のニン

＂訂→
7- 次

3
 

g〉

，
 

l~ 

:,o PS未満）の輸

＼台数〕

二：、イ、-.ゼル

2 5, 

9
で

9' 3
 

p
1
4
 ，

 

8
 

9
9
 

9

し

3
 

ヽ9
、.4

 
5
 

2
 

ヽ
[-i1打

c
i
 '

 

芍7‘ 8 8, 7 9 1 

出所：農機且情報および農業機椋情報ミ 日農丁より抜粋

恙
J

｛今 れf:『，

つな～i

-；
 

輸入に対する日

しヽる。

農甲原動機の普及台数は， ,' 
・
~

シ 土、’

なお，

6表に示甘ように；

ィ-・-ゼ！しか約半分？ デ,{-→ 

。
ンかモ--ター←~ よりも圧倒的に各く，農村

に対する電力供給状況を反映している c

- 6表 農用原動機の将及台数
~ ~ ~ 

モ---ーター- I -- ---- -、 1

I 
ユンジン，ケロ c,'ン 1 —~---·--— -------t 

J/ カソリン I 100000 

------/~---:;;-; —=-~ ロ；~ーr―ー~--;;'.二―-1

1 9 6 4年における家畜数は，

50,000 

30,000 

出所: Expert Group Meeting on Agricultural 

Mechanization, APO, 1968 

700万且凡牛約 500万頭， 馬約 l8 万顕で窒る

t4, ポンフ

ンフも従米は輛入に依存していた＼ l 0 5 7年に 20, 0 0 0 台， J 9 6 7年には

--l O -



82,000台） Q 

しかし，加直は国内生産が1由ひており 1 9 G 9年には うすまき ン~ フの需要の 90 は国

産で満たしていると報告されている g

水田川の小馬力低揚相ホンフ（軸流およびなお， すまき］も年間約 10.000台生産さ てい

日本からの輸出状況は TI - , 表のとおりである。

II - 7表 日本から乞ポ フ (lOOKg;j.調）の輯出状況

（台数）

h 廿← 次 うすま き 軸流，斜流

l 9 G 6 588 l 2 0 

l 6 7 L ,J 9 250 

9 G 8 2, 4 0 :i 80 

9 6 9 1 7, no 8 4 7 

可n, 22, ,'0., ? . 

5
 

!1 

~
 

9
ヽ
，-＿

1
 

、
9‘』口’‘ぃi-L'-

9
9
‘
 

l 

許及台数の条；fit! 資料は得られなかったか，

防除檬

数十万台は普及 ているものと される。

動力防除機の生産は行なわれてい

戸許及台数に関する資料は得られなかったか，

いか；人力噴霧機は年間約弓， 000台生産されているい輪入．むよ

日本からの輸出状況を示すと IT- 8表のとおり
る゜

- 8表 日本からの防除機の輸出状況

次
唄 霧

力

9 6 2 2 8 6 9 c",o " 742 22 

9 6 1 9. 5 5 

9 6 14,016 

9 6 5 20,888 

9 6 6,331 

9 6 16,595 

9 li 28,174 

9 6 fi5, 3 ,11 

二""t' 令 0 ], 7 6 2 10, l 

（台数）

出所＇［！ 5表筐/njし

16) 

これらの農機具のうち，

・脱骰機

以外けにi は行なわれておら ，輪人台数も非常に少ない。

最近数年間の収穫機と選別機0八輸入状況を fl- 9表に小す。

~11 ・—―
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及i.,見：','c_;'; を，、

i,: 扇］函括賃、ぐ〕畢釘｝、」大外兄

ぶc;:;_ fj兄む殿り；諭八状況

且iりj l), 2) /:'lr iご 1:.、 9}ii=! 叫し
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これらの機

＇ヽ I•
),A_じ

に約

TI - 1:.: 表 ライス S; し数

6 4 l 9 6、う I 9 6 ii i 9 6 

1 4 5 165 l 7 3 l 8 0 

22, 98 21, l 6 l 

ii l "1, 7 2 :J, l 4 24,304 

廿.:/~1 Ministry of Industry (JETRO, ハンコジク事務所）
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✓< 

、733

詞「

似 除 86 

収 89 6 ,J, ゲ,； 

脱 穀 397 〖水牛） 5 o(、 l I 1 3 (同左） 1'.l (同左〗

わら処坪 1 00 (梧箕）

そ の 他 527 

5,708 

出所 (A) : A Study of the Economy of a Rice Growing, 1955 (タイ農業の現状，農林省

熱帯農研， l 9 6 8) 

注） 耕地面栢： Sha(直描 1ha , 移植 7ha) 

~I 6 --



ご斤筐？こは万杉者屈傭~

＼籾): 2.6枷/ha, 認 lt面竹り泊働詰間： 272hr 

Expert Group ぎle.etingon Agricultural 且ec土1anizat:上つ了ら

APO, 『1968

＼人は l 0'i 5行の調青結果ておるか，単位［計積当りの凡要労力は当防の日本よりも少ないが，収

量当りの労））は多い、}

現在では， (B) わかるよ s 砕十に炒する労刀以｝ ク←ーの導入によりか八り滅

~ 
,ヽ,'ヽ'ゞ,,0 

t
 

u
9
 

わ、,{
ふ
i 3 年においる農作業への機狐力り~〕 ll・・・・・.i 6表に不すッ

出［りi、1963 喜 nsし1s of Agriculture,、lational
Statics Off ice (The Thailand Farm Mechani乙ationand 

Farm Machinery Market, Royal Thai Government他，1969)

汀， 所有面積を区分して調査した結果の仝平均のみを抽出 lたQ

12, トウモロコシ

トウモロコソ栽培における代表的な作業力試と示すと， Jl --2図のとおりである。
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〈畜力 j
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い時だけ航空伯和

圃場で天日乾燥 l- 2日

:_:: >ーンシェラ>≫〔乗トラ）

（農家または巾場へ〗
トラックまたはトレーラー（乗：、ラ）

耕起・砕土はほとんど乗用トラクターで行なわれている。防除機の利用は見られないが， 昆虫害の

~
 

?
3
 

＼
 

ひどい時には航空散布か行なわれる Q 収穫機の利用も皆無に近いが，乗用トラクタ-—駆動による：：，一

ン＇ンエラーの利用が増加している。農家段陪における乾燥機の利用は見られない。

ケナフ

ケナフ栽培における代表的な作業力江を n-3図に示す。
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収穫は J、ゞ 人力 ，収穂後

,4' 

の調艇（浸水．倒皮）も目銘と人力に頼っている，)

サトウキ

サトウキビ栽培における代人的な作業）7法を il 4図に示す。

図4
 

"＂＂ サ j,--キビの における作業方法

スクフラワ（乗トラ）

テスクハロ-(乗トラ）
またはフ~ ラウ（畜力）

プラウ（畜力〕または作溝梨（乗トラ）

人力（手とホー）

条間：スプリングツースハロー（乗トラ）
＾部で耕転機またはプラウ（畜力）

株間：人力

人力

プラウ（乗トラまたは畜力）

人力（なた）

フラウ（畜力）

フラウ（畜力）

＼上場へ）トラソクまたは貨申
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栽培法およひ作業機の手1J用はサ lヽ ―+ヒ!J)場合と大体同様てあ，い収穫はもっはら人力＼七-)に

頼っているか，一部では畜力（フラウ‘くの1井用も行なわれている。力，ソサノ、チノ、プの製造には動力の

戟断棋が利用されている。

!2) - 2 農機の利用状況と作業性能

ill トラクター・耕転整地用機械

農用トラクターは l9 6 0年代に入ってから利用度

続いて栃作用にも発展したもので左る。

したが，最初は畑作用として導入され，

以ド，主として「 ThailandFarm Mechanization and Farm Machinery Market」に基

づいて四輪トラクターの 1 9 6 7年における概況を述べると，四輪トフクターーの稲作と畑作に対する

利用率は地域差か大きく，首都周辺，中央平原および北北東部では主として稲作に，東部，東北部お

よび中央平原上流では丁として畑作に利川されているが，国全体としての利用率は稲作と畑作が大休

半々である、

これらのトラクターが主として賃耕の形で利用されていることはすでに報告されているところてあ

るが，全トラクターのうちの 9 0 %は貨耕業者によって所有されている Q しかし賃耕業者も大部分は

農業を経営しており， トラクター利用時間のうちの 2 2 %が自家圃場用， 7 8 %が賃耕用となってい
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移植機としては，

原動機 S ホンプ

成苗用印柏役の導入テ人卜が行ならいれてしる段階てある。

エンシンの名くはホン に禾り用されており§ また中央平原で見られる水路用小型船舶，

トラクター，砕こ｛機， ライスミル等にも禾り用されている。

憎漑設備（特にタム)か未発注（灌漑面積率は z()'; 及秤度）なために，濯漑用ホン＇，ノの導入か年々

培加していることは肋述のとおりでわる。

国産の一眉輪

~
し

94↓
 

防除機

防除機として最も多いのは人力噴霧機であるか， これは 利用されており， 栢作 対し

ては人力および動力の散布機か僅かに和j用されている。

農務省直属の AgriculturalAviation Division 

ヘリコフターで稲とトウチロコンの昆虫害防除を行なっていることは汀目に（直するり

なお， が所有する 1 1機のセスナ機および

15) 収穫機・ ・乾燥機・脱戟機
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選 別

l i 竹籠内面で打穀
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j---------● -一―ー．．—-一•一--一—------
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! ,>.• .Lに投上け‘

手回し唐箕
空中に投上げ

箕

短距離 天秤棒と籠

籾連搬

長距離 牛 車

出所： Pilot Study on Paddy Losses in Thailand during Harvesting, Drying and 
Threshing, FAO, 1967-68 

筆者註： a) 仙場乾燥日数は労働条件，脱穀場の位置，脱穀方法等によって異なる。

北部と東北部では日数問か普叫であるが，中央平原ではそれよりも長知の差が大きい。

：舟やトラクタートレーラーも利用される。

：北部，床北部では圃場で脱穀するか，中央平原ては家の近くに堆積したのち脱穀する。

酌部では降雨をさけるた見刈取後家または貯蔵庫に持込んで乾燥脱穀する。

b) 

c) 

刈取・乾燥・脱骰作業における骰粒の担失を示すと， Il-21表のとおりである。
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田柏や収梅は依然として入力

作染であり，乾燥も自然に頼っている。

トラクターの利用が盛んであるといっても， これは一部富農層による協業ヘーースでの利用てあり，

農業機械が一般農家に広く導入されるまでにはまだかなりの年月がかかるものと考えられる。

その第 1の理由は導入資金のイヽ足である。それは， 1農家平均:, haの水田の平均籾収鼠が 1.6 

（日本の l/3~1/,J.) に対し，籾の価格は Ton 当り 20.000 円前餃（日本の約 1/s) , 輸入農機の価

格は日本の約 2倍という事実を見れば容易に理解できよう。

に対する政府の補助や融資がないこの国では，農機は採算のとれるものでなければなら

ないから， トラククーがシーズンには賃耕のため 1日 20hr も稼動し~，また非常に低廉な二輪トラタ

タ-(輸入のエンンンを含めても日本製二輪トラクタ、ーの 1/3程度）や簡単な水田砕士機か伸ひつつ

ha 

あることも納得できる。

第 2の坪由としては，農家の技術水準の低さかあげられるか，

ほど大きな陰銘とは考えられない。

これは経済的な問題に比べればそれ
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農業機械に関する試験研究状況

試験研究機関の組織と配置

タイの主な翡産物のうち，水稲に関する機楓の試験研究は］として

畑作物用の機械は農務局で取扱われている。そのほか，農務省 1白轄の東北農業七ノ

究が開始されつつある。これらの組織を示すと次のとおりてある。

米載局て汀されズ：いり，

や大学て~、そ：州

2 8 
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Department of 
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College o_f Engineering(工学部、：
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② コンケン大学 (KlrnnkaenUniversity) 

Khonkaen University 

Faculty of Agriculture 
（農学部）

Faculty of Engineering 
（上学部）

.Agricultural 

Mechanization 
（農業機械化科）

Agricultural Engineering 

（農業工学科）
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ソ

じ niてersiエ〗

of 農9
,

＇、
茫令

づ'" 部

Farrn八Techanization
(農業機械化科；

2. Depar-trnent of Rice 

あるが， l部は約 5り畑北方の

に約 30 名の研究

約半分は人件費:,である。

前述の 4課のう

①
 

r,’ 
る

2-
9

ー、

⑧

④

⑤

⑥

⑦

 

米穀局）

Divisionは研究と許及の向業務を行なっている。本部はバン

約 30 名の上員を擁している。

100名余りのエ員・労

ライス c; レ課と試作課はハノケンにあり，

する研究はここで集中的に行なわれている。ここの試作上場はかなり人きく，

l Y 5 :; 年の設立以来なされてきた主な開発研究を拾ってみると，

拐水ボンプ：拐程 5加，能力 65

れている。

湿田用自走式砕土機： 6~15PS 

れている。

農家用遠心式脱存機：飴力は 60K9/hr

エンジン：空冷 6 p S, 

⑧
 

⑨
 

以上のように，

にある。大学卒のスタッフは l0 

ッグのク~~ ン,;ンに

＇ 
りA

3
 

キ
4 そのほか

がいる。年閻予算は約 8,700万円（う

稲作に関する農機具の開発改良に閲

10数台の工作機械と

空冷ニン＇ゾン付ですでに 15万台ぐらいか実用に供さ

エンシン付，走行部はソリで，

ですでに実用に供されている。

ホンプ用および舶用で国産化が進められている。

乗J-fl トラクターの湿田用耕うん整地ロータ—- : 能力は I5acres/dayて［国産化が開始されている。

乗用トラクター用収穫機：トラクター直装郡で刈取・脱穀部を備えている。巾販準備中。

移動式籾招・精米機：遠心式脱杵機， コーン式精米機，選別装肛を組合わせたもので能力は 400

Kq/ day , 試作実験中。

湿田月jハント］、ラクター：走行部はフロートで，

すでに約 1万台が実用に供さ

ローターペ--ターで耕転を行ない推進力を与え

る。試作実験中。

乗用トラクター用播種板：トラクター直装，籾月」 8条型。試作実験中。

関発改良かかなり活発に行なわれているが， 一方次のような改良研究または調査研

究が行なわれている。

①
 

脱骰機に関する研究：稲およびソルカム用脱穀機の性能調査

--31~ 
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A4 
Center North-East 

: :~ こは l'・'(i 7年に殺・立された槻関で，

（東北農業センター）

研究占か 1名いる仄農機の操作や維持等に開する

調青の段陥で， また研究らしいものは見られなし。

な記，ここの加設にはかなりの金かつぎ込まれ叉~おり，

究者が）~ 名加わっているの

また米国 C)ケ／夕 y キ--大学からも農機研

展は期待できる。

5
 

大 学

Kasets臼寸

に 2~,:3 年廿1i

きものはないよ

Universityとも
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か設立された りで

A
3
 

1
/
 j
 

.,,. 
し→

マヽキッ、(l'lcふ。

3。

it) 

括

晨機の利用状況と研究課親
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希作にお

半分は水田の耕屈に詞用されてい

日本製歩臼：、予タター・ーも約1喜又か水田

た。な贔年産数千台

莉用されて

日本製 i、ラクターに関連する研究課知としては

②
 

田植楔は，成苗用(!)ものの導入が試入られてい，こか成苗用のみでなく，

関しても適応性の餃討か必及と考

9

、ノi
y
 

,' 収穫機に

大の間刷であ

⑤
 

口 八／

であるが，

R
 

⑦ 

R
 

そのほか，

121 

・
~2

1

 

。
ス～

としての上地条件，とくに乾湿により）＼きく亥化する硬度の調査等かあげられる。

，視地における刈取法や脱粒・i化の

(;' 

＇ 
f
jヽ
fカ

ふ
4] 以外鱈ま心非諮｛ご少

り台晋及している直詞入四輪ト

左地域差が大き V'0 I 9 6 tl年ま

千iJJ廿

よふ国廂辺二．軸i!、ラタタ・ーおよび水

られる。

は［］賑コ，／ハインの適応性が検討されてしる。枠長に応す

栽培品種からの歩み寄りがない限り解決は蕪理であろう，、

田に対する走行性能の向上も誅匙の 1つである

れてし＼る

か原因とな

機のれ用は非常に少ない。ロ--Jレの耐久性を飛躍的に地大させない駈り

利用されている日式にとって代ることは小可能てあろう。

玄米流通の過程か皆無に近いこの国では，

必要とは考えられないので，

心式脱袢機の適応性の検討が先決の課也と考えられる。

゜
ヽ、A

ク く，利用時閤グ'

に翰入さ

---の和用度は

礼用状況の詳細

ふク公勺
1, → が』

こる廿ヶヶ^

。゚， しヽ

で

か， 水田の耕素云， こ
.-~ 

?
4

、
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」
:
L

ふ
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｝
しト’’肘

簡単化と訓久性の向＿上。① ｝、ラクター

地城によっては椎苗用

て利用を困態にしているの

したかってロールの材質的な研究が必要

むしろ現在この国で，開発か遮められており，

， 甘兄

検討か最

お，排水の悪い湿

従来から

日本で要求されるような高脱存率は必ずしも

しかも構造の簡単な遠

農村で利用されている籾精白機(エンゲルベルグ型）における砕米の発生はすこふる多い。日本

製精米機（特に 1回通し式）の適応性の検討か望まれる。

選別骰の利用は少ないか，米の品質向Jこと作業の省力化の観点から簡易な唐箕や石抜機の開」発か

必要と考えられる。

米の品質向上の観点から調製加丁．および貯蔵に関する研究の必要性か，

者から指摘された。

畑作関係

畑作（トウモロコシ，サトーキビ，

利用は耕転以外は非常に少ない。

カッサバ，

試験研究状況

研究施設

Department of Riceの EngineeringDivision 
9
 

‘̀ 
、T

「
5

・
~ この国の

2 ~ 3の技術

ケナフ等）においても，水田の場合と /BJ様に機械の

水田と同程度の利用度を持つトラクターのロータリー」〖の磨耗や破拍は，大きな問匙である。土壌

条件や使用条件との関辿における実態調杏に基づく爪の構追や材質の研究か必要と考えられる。

なお， これらの作物の収穫はすべて人力で圧り，またケナフの調製も原始的てある。

したがって，刈取機・掘取機・剥皮機等の伽発も研究課題としてあげられる。

としては最

--3 :1 
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旦銅か

員の派遣旦

きえくの閏匙が多、

しし＼。ゎ われが認し

の農機研究者は少ない力ら日本かりの研究協力を歓此する

"J 
汀
＞

六、
[
i

旨の発言

研究

し 3 

0農枯研

得だ。

Division 

て る

背負って来た というような自負が見られ

したかって研究者の派遣に院しては，

(/)マ:、

‘’ 

の

先方の

臼主件を尊甲することが肝要と考虎られる

以定，現地側の協力方仏等について充分な打合せを行

まず研究テ--マ(/)

り必要があると考えられる。脈追の場所とし

ては，

農殷の問匙点の摘出や

North-EastゃChao

紗交通・宿舎等すべての間から EngineeringDivisionが

に限定されるならば，近い将来に AgriculturalCenter, 

Basin Research Center に趣くことも可能で麦ろう。

である。もし研究が

III フィリピンにおける調査結果

..•• 1

1

1

 

農機利用の実態

農様の生産・輸入・普及状況

トラクター・耕転整地用機械

トラクターの 19 6 8年現在の普及台数は四輪が約 9,000台，

れらの輸入状況を示すと III- 1表のとおりである。

二輪が約 8,000台と推定される。こ

-3 4 -



出所 l) : Bureau of the Census and Statistics : フイ，，ピ/の

晨文殴帳巾起調査 JETRO, 1970) 

2) 農機具情報および農業機械情報， 日農上より抜粋

表からわかるよ〗に四輪型の輸入に占める日本製の割合は少ない。二輪についてはフィリヒン側の

資料が得られないが，その人半は日本製で英国製とトイッ製か若--f見られる。

四輪型の主な銘柄は， フメー r, イ／夕、ーナショナル，ティビッドブラウン， ショ..—ンティア，マ

ソ‘ンィファーカソンなどでおり，またて輪型の主な銘柄は， クボタ，ヰセキ，三菱，ホンタ，•サト-,

日の本などで少る。

四輪型では 50~ 70PS 程度のものが最も名<, 1967年における販売台数に占める馬力別の割

合は， s sPS以下が 30%, 55~7oPSか 60% , 71 馬力以上か IO% と推定さわている。

二輪型は 4.5 PS から 14PSにおよんでいるが， ]966~67年に販売されたものの大半は s~

12PSである。

トラクターの完全な国内生産はまだ行なわれていないが，四輪邸については 2社で組立生産か行な

われており， さらに二輪型については日本製の二銘柄について負荷価値 50%程度の生産が肋始され

ようとしている。

次にトラクター用作業機についてみると，その主なものはテスクフラウ，ハロー， ロータリー，作

溝梨などであり，その大半は輸入に頼っているが一部は国内のティーラーによって生産が行なわれて

いる。

(2) 施肥機・播種機・移植機

これらの機械の生痒は行なわれておらず，また普及もほとんと見られないか，施肥機と播種機が僅

かに導入されている。

-3 5 -



賠償によ の田植腐 鼠いこ羞入

心， 原動機

原動機旦賃未tつはら輸)¥iこ翡jってし＼たか， 1-1本の 2社c乞工.> /'/ 

内生産が且月始喜れようとして＼ヽる 3

度呈―れずー呟～
し
~

‘`~`‘ 

`
9
 

t
 

Xし6
 

幻～ 入台薮 、-(....ビ.J'. カ＼約 6,300 カソリンか約 2'!,000 から＇．

ゎいる。日本からの輸出状況を不寸と, ill・2表のとおりである。

ill - 2 Jこ 日本力ら O〗 x~/-;/(3oPS 太満）の輸出状況

〖台数）

出所：農機具情報およひ農業機械惜報， 日農丁

原動機の普及状況に関する資料も得られなかったか，エンジンのほか若干のモーターが導入されて

いる。

なお， 1 9 6 6年における家畜数は，水牛 363万頭，牛 158万頭，馬 26万頭である。

141 ポンプ

ホンフは国内生産も行なわれているか，生産およひ輸入に関する資料は得られなかった。 ECAFE

によれは， l Y 6 8年の普及台数は約 90,000台と推定されている。 H本からの輸出は m---3表のとお

りで，その数は年々増加している。

皿ー 3表 日本からのホンプ (100K, 未満）の輸出状況

（台数）

年 次 うずまき 軸 、，斜流

l 9 6 6 598 

゜l 9 6 7 1,539 l 

1 9 6 8 3,972 5 ,J 

1 9 6 9 13,839 6 

計 19,948 6 l 

出所： 111 - 2表に同じ

i5) 防除機

防除楔の牛犀は行なわれていない。輸入に関する資料は得られなかったが， 日本からの輸人を小す

~36~ 



と圃―.4表のとおりである c

ECAFEによれぱ 19 6 8年の普及台数は約 60,000台と推定されているので，

は日本製で占められていると考えられる。

はとんど

m~4 表 日本からの防除機の輸出状況

（台数）

機

動 力

2 

l 5 3 3 

2 9 1 

゜2, 0 7 ! 223 

゜2, l 6 3 1 0 l a 

19, 8 9 2 3 () 8 25 

J 3, 4 2 l 38 54 83 

17,839 11 9 5 4 1 

78,980 1 9 o 

出所：圃ー 2表に同じ

6
 

• 選別機・乾燥機・脱穀機

これらの農機のうち収穫機の生産は見られないが，崖箕と乾燥機は若十生産されており，また脱穀

機はかなり生産されている。

収穫機と選別機の生産・輸入に関する資料は得られなかったが， 日本からの輸出状況を示すと圃一

5表のとおりである。

Ill - 5表 日本からの よび選別機の輸出状況

年次 台 数. 
1 9 6 2 1 1 

1 9 6 3 

゜1 9 6 4 67 

I 9 6 5 180 

I 9 6 6 I 390 
I 

l 9 6 7 636 
I 

1 9 6 8 1 1 6 

I 9 6 9 92 

it- 1,492 

出所；冊一・2人に同じ

表では収穫機と選別機の内訳が不明であるが，これらの中にはバインダーや自脱コンハインも含ま

れている。
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CAFE 

/シャ、～•ヽ

どれていろの

:
 

み
又

1
i
 

しりと考 9いオ忍

図摺炭全素青米槻

独立廿月からライスミ

，謁翌の入半を饂たしているし

過去 lG年余りの籾招概と粕

かあった。現在］~（）社余りか生産を：行八ってお

入状／兄在みると ill-・7表のと；しつりである Q

開 7 JC 籾摺機・精 （台数〉

年 次

1 9 5 

1 9 5 7 

l fl 5 8 

i 9 5~ 

9 (j () 
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これ ら の ラ イスミルのうち

は全国的に普及している c

プ、ミル内

m 8
 

，紐計的 9,400,7, 〉←ライ

Cono朋の

，ど
n~,. 
，，し

ヵ、 i;¥り)

の〗ぢの約 8 割は Kiskisan

亡,1 
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升!j
土~ る

Kiskisan 

':已

·~,J, 
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日
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m
 

8表 ライノ｀ミ八数と能力 (1 9 (i 7)  

※: 1日12時閏稼動恥(グ）籾の処刑ltJJ, 単位は 1,000 (1 -•• 46Ky) 

出i-'T1―: Rice and Corn Board (Agricultural Harke ting tn the 
Philippines, L. B. Darrah & F. A. Tiongson, 1969) 

汁 : 1 cavanは 44Kりの祖；合か多い
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2 主要作物における農椀の利用状況

フィリピンにおける主要作物の栽培面積は， ill-9表に示すように稲が最も多く〒 卜もモ戸一ゞ／

ココナツうサト--キヒなどの畑作物が次いでいる。

次に

なお，

III-9表 ］こ要作物の栽培面栢

作 物

稲

トウモ亡コ

コ コ ナ ツ

果樹（かんきつを除く） 354 

サトーキビ 309 

根 作 物

マ 二 ラ 麻

出坪： Bureau of Agricultural Economics, 
DANR 19 6 8 (八田貞夫，東南アシア各国の農業事飢：フイリヒ

農林航空，，fo:7-1970)

を示すと皿-← 10表に示すとおりで， 1 -~5 ha 層が最も名い。

を経営形態別にみると，小作 40% , n小作 l5麿 自竹:4 5 虎て~あり，小作と目小

作か名いことが機椋化推進上の 1つの陰蹄になっている。

ill -~1 0表耕作面相 別 農 家 戸 数

戸数 (J,000戸）

へ～，］ 250 l l 5 

1 ~ 2 5 ,12 

459 

405 18, 7 

299 13. 4 

l O~15 ,j 0 

1 5へ~5 0 ]. 3 

50 ~ 5 o. 

計 2,166 l 00 

廿｝所・ 1960Census of Agriculture (Expert Group meeting 
on Agricultural Mechanization, APO, 1968) 

2.-1 主要作物の作業体系と労働手段，所要労力

山稲

水稲作における一般的な作業方法を示すと Ill・-l図のとおりである。
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ill ~ l図 水稲栽培における作業方法
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プラウ（畜力，

ツースハロ-(まぐわ）（畜力）

口
二ゴ―-

人力

入力，

鎌，

一部で人

一部で乗トラ）が主， 一部でローータリー（歩トラ）

ナイフ

圃場に堆柏

（人力），足踏＼畜力，入力）
一部で脱穀機と又 V ソシャー

圃場，庭先等に広げる

ライスミル

竹なわれない場合急虚る，．

上図には移植だけを示したが， 一部では直播も行なわれていると［）ことである。

耕起は畜カプラウが主であるか，

はほとんどが畜力で，

歩行用およひ乗用トラクターも利用されている。砕土，代かき

ごく～音じでトラクターが用いられる。この は一般に ]~ 週間後くら

いに始ま f}' ]~ 選間お ぐりし＼に 2・~3回繰返す"

田梢には木苗と畑苗のほか，

で JO-~• l、5日育苗する稚苗移椙も見ら

と称して

＂＇ 同程度本の箱育臼

の力江け

ちぎっ

防除はク 1の場合と同穏 1こ除草

機や散布恨の祠月了か見られる。

刈取'I..タイと

が名い

に鎌ま~ たはナイ

一人塑のスし'・/ンャ--

に竹のス／コの屋台を組み;,、/7 士

に上 _ _, て選別を行なう方社、が見らわる、3

るe

よって行なわ：）］る。

示lj 用されてし~、、心 Q

ぃ，戟粒足踏入を行

ナナの葉 ール布を敷き
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和］用はごく一部に限
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籾招，精白巴タイ，レ同様に大部分はラ 1スミルや賃褐業者によって行なわれる

稲作にむける所要労力は作業方仏によぅて異なるか， 2, 3の報告およひ刷取結呆をまとめると開

l l表のとわりであるこ］

lll・・・・・l J表 稲作における所要労力

・・、
9
9A

 

99~ 人， <B)
人・日/ha

耕起令畔（乍り

耕起

(C) 

人・

2(トラクターニ）

I 
I (D) 

人•時Iha
t---- --
！ 

7 (水牛） i 5 0 , 水牛）
l 

刈
(~ 

炉約印

踏）

32 ，・、水牛）
-—--- --・-・｛っ-
＼打齢〉

--------- _,_,--:;_-;; ご7―-~

8 

Û 
[3 

J
 

選別，乾般，袋，訂 ¥i,ノ
燥乾／，ヽ）

 
、tia 

出直 (A) : The Bureau of Plant Industry ( 'イリヒンの農業機侃巾垢謁舟 JETRO .. 1970) 

(B) : Expert Group Meeting on Agricultural Mechanization, APO, 1968 

(C) ; 八田貞夫，東南ア、>T各国の謡業半情；フィ）ヒン，農林舟応憚 わ 7-1970 

(D): Mr. R. S. Cruz, APO, Rizal からの間取り

臼 ＊：数伯か;j、ぐ＼すきるようであるか，原典のとわり晶 I

!2, トウ壬戸コシ

トウモロユ／栽培では，大部分か畜力と人力に東且る作業か行なわれているか，こく 音〖で板戦の

樽入が見られる。 を示すと圃 2図のとおりである。
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m --・z: 文｝ ；、ウ壬ロコ，9 本し鼠にこれける 1乍菜力払

）ヽ、王i
 

一部で耕わ檬

ツースハロ・一・＼苗力）

フラウ〈畜力；

人力

スフレい← -¥'ー＼人力：＇

口
戸大

「）)， ＼
 

｝
 

j
 

｝
 

天

人

＼小規棺）

ウ（畜力）

）と人り，

＼人力

く一部で実腕岱れる

(3) サトーキビ

サトーキヒ栽培，特に人規模経営においては耕起，

(-+ 
\~ ノ＼

／ラウ＼朱トラ）

ハロー＼乗トラ、）

¥
J
 

ラ乗9
¥
 

クンラフンコ

＼
＇
ー

J

カルチベータ.(棗[

，動力 j

ユ----/、ヒッカ-¥ 

Jく日

コ--ンシェ予- (乗 l、ラ〗

作溝等に乗用 l、ラクターが，また中耕

には

を4げと m-3図のとおりである。

lJj . ← 3図 升トー～キヒ栽培における作業)j怯

(大規模） （小規模）

が導入されているが，

テスクプラウ（乗トラ）

テスクハロー（乗 1、ラ）

ては「へて畜力と人力に頼っている。作業方法

フラウ（畜力）

ツースハロー（ぷ 1,
国ノ＇ ' 9 ノ

｛午溝糾（乗 1、ラ〕 フラウ(畜力）
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（大規模） (小規模）

人力 人力

ハロ---(乗トラ）または
フラウ（畜力），除草は
一部で除草剤

人力が主，一部で施肥機
（乗トラ）

, Te冠ヽ、.,.,初,,} 

注：） *'新相に飼じ

?Li 
'.' 

1) 

フラウ〖畜力）と人力

人力

プラウ（畜力）

トラクヌー

プラウ（畜力）

芽出し） 'II .. * 
7 

ナク（人力） 口［ 
二二Y--,**
I 
i 脆 肥 l

L 
I 

ぃ――刃-・・-」＊＊
r・--・、囀一 - - .. 

l 

［培士：
~----•. ヽ ・-__  i 

人力または
：、レ・-ラ-(乗卜予,:『

トラ，;1;クまたは貨車

＊；こく一罰勺竺丈控さがる

主＂ず慎l麗トフク，,¼... につv,てみると 普及台数は［万合弱と附定され

9ri-
――
 4

4
:
 

トウモロユンと→ャト-キビ栽培に残りの 30~ 
畑作の湯介には人経常圃場で使用さ九て＼‘るか，

〇憂が稲作に利用され

では賃耕も行

次に― トフタタ-—に

予祖1乍tこ和）用さ訊ており

いてみると，

r <、＾部で畑作

とさ＇
9
 .
.
 

，よ
L
L

りj
 

r
ミ

へ
9,9、8

 

,
J
 

9
;

、
もポ

おける耕起，

ナタ（人力〕

人力

夕V

、
~

ィ

/ラ

されるこれ

中耕に利用さ

切） ］・・

し`＼

は貨平

u --70 %は畑1作物，

ーよ

<:le; 

クタ--

である D

、). ~ ,1' 

iユ？、 9
む J、 C lし

ゃ
；f” 

n―
 

ヌ～ヽ
~9

t
 

て｛

トラタタ,,の に閃する汀細を知ることはできなかったか， APOの によ

ると lliー立表のとおりである。

It ; 1 0時間を 1日とずる

出所， ExpertGroup Meeting on Agricultural Mechanization, APO, 1968 
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121 施肥機・播種機・移植機

施肥槻と播種機は呆トラ用のものが畑作の大規模経営に僅かに導入されているが一般的ではない。

賠償によって導入された成苗用の田植機の行方を追求することはできなかったが，現在は利用さ

れてないようである。

なお，われわれの訪問時に台溝の技術援助団による田柏機の導入テストが行なわれようとしてい

た。

(3) 原動機・ホンプ

タイと同椋に濯漑設備（特にタム）が未発逹（淮漑面積率は I5 %程度）なうえに水稲の二期作

が増加しているため，潅慨用ポンプの利用は増加している。淮漑の対象としては水稲のはかサトー

キビ，煙草，果樹などかある。

エンシンは，ホンプ，脱穀機， ライスミル等に利用されている。

(41 防除機

防除機では人力噴霧機が最も多く，動力機が小数導入されているが，これらは主として稲作に利

用されており， トウモロコシ，煙草等への利用も見られる。

15! 収穫機・選別機・乾燥機・脱骰機

刈取と乾燥作業は， タイト同様にほとんどが鎌刈（一部で穂摘）と天日乾燥てあるが，ごく一部

に自脱コンハインと乾燥機の禅入が試みられている。

乾燥機に関しては，政府のテストコートがあり，合格機種の購入に際して銀行融資か行なわれる

ことになっているが→ その利用者uライスミル（または倉庫）業名である。

一般に脱穀作業は，刈秤を圃場または庭先に堆積したのちに人力による打穀や足踏（人，水牛）

等によって行なわれるが，大型のスレッシャーや，脱穀機の利用も見られる。

脱穀作業の能率を示すと l[[-13表のとおりである。

l[[ - I 3表 脱穀作業の能率

方 式 動 力 人員 能 率

足 踏 1 (名） 1/3 cavan/hr ( 1 5 Kg/hr) 

打 穀 1 1 II （ 44 II) 
' 

人 脱 1 II （ 44 II) 

自 脱 4 PS I 3 4 3 Ii （ 189 II) 

大型スレッシャー 50 " 6 60 II (2, 6 4 0 II) 

IRRI 開発脱穀機 4 II 5 ・-・6  II (264  II) 

足 踏 水牛 3---4頭 I 3 ~ 5 II (132~220 

動 脱 2 ~ 3 PS 330 Kq/hr 

大型スレッシャー 45 ~ 55 11 28~33 t-0n/hr 

出所， (11:The Philippines Recommends for Rice, 1969 

（のひ邸く技術．フイリピン稲作提要，国際食椋農業協会， 1 9 6 9, I村山泰孝氏訳）

121: 聞ぎ取り結果
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表中

賃脱穀にも利用される。

のi員の

型＼

① 

能率の高い大翌!; 『 c>',; 

4
ふ

9
いす

忍
~

゜
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と報告さわてい

ず祠用合数(丁）多~

費米用とし

れる。

ギ
円虎；ヽ

ヽ

i/ ，
 

と :.1.・ーン＇塵の

Ki.sk1san 

、ヽj
 

ク

Kiskisan塁（ニンゲルベ

邸につ i1¥

に禾り用されており

農家ま

）で処岬

＇ 
し）

，
 

v
兌

農園（ハシ~ 二'.

ク型判精白機和国］

（）弘の人半は手褐に］；残りの

この塑は

戸
け,’

 
こ」

り

の精米所や小規模のフイスミルで名＜

I) 
,7‘ 

は

農村地帯tこおける自象消
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9‘ 
A
 

ゞ > (乃 と日本製籾摺

印 1 4表

の比車仝試験の結果を )Il-1-l表に示す。

と日本製籾摺精米畏の試験紀集

機 種
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ゥ
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Performance of Low Capacity Rice Mi.11, D. P. de Padua, GAHI Times 

’、1 イリヒン国にわける米増産のための第 2次調脊報凸＾は油外技術協力事業団， l 9 6 8) 

, Kiskisan 型 L;, il亭製よりも精米歩恰

47鴫 6 2G_ 4 
68-9'  

)< I U O ,;-7 ll〈%)に対し， 入 !OO=i41(%) しかない J
64, 8 

の精米歩留は乎均 6 0祈という報告もあるか， この伯をとってもわが国において

個人用の籾摺機と精米機を使用した場合の精米歩留に比べるとかなり低い。

われわれか見たのは自走式のフレ--ムに精白機を積んだもので， 5 P Sのティーセルエンシン

わか:よ

中の完全米は日本製の

Kiskisan 

か 劣っており， しかも麟米

低く，

を走行と籾精白に兼用していた。能率は籾で約 3o o Kg/hr程度であるが，粕米歩留は約 50 %と

しかも精米中には 30・~・40例の砕米のほか籾の混入も見られた。この精米機の調査結果お

よび聞取結果から

定される。

②
 

る と Kiskisan 

次に Cano型についてみると， 使用機械，

型の粕白能力は 1馬力当り毎時 30~ 50Kq程度と推

作業上程とともにタイのも (1_)と人差はない。われわ

れが見た 1 例の作業上程を Ill~4 図に示す。
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汀'; ,j Cono 型(!)
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如
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②
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臼式

振動罰式

揺動板式
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ira} 

9,‘ こ？、--ン

担動官音式

＼土米¥

I 
史王r-··-·--~ 

；界青 ：長 機 5) ピーー→〔糠）

! ____ _:J[_~ 
i 

r- I 

I選別機む］ 戸 糠 ：
I _ _ I 

IB-E、

I 
＇ 精 米 機 急 ! -沢糠）

~ 
「―
/ 機 R ピツ一→（飩)

I 
（精米）

-~ □ク

Cano型における粕米歩留は平均 67茄と

報告を示す。

されている。 IIl-15表にフィリヒン大学の調査
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ill - l 5表 Cano Mill における精米の内容 (1955~56)

銘 柄 ミIレ
精米の大きさごとの比率（％）

完全粒 3/4粒 1/2粒 I/ 粒

Ordinario 14 61 0 5. 9 18 7 14 5 

Special 7 63. 0 

:u ：-1",~: ' 11 1 

Fancy 4 7 2 7 14. 8 

合計または平均 25 63 4 14 4 

出所； University of the Philippines, Department of Agricultural 

Engineering, 1956 (Agricultural Marketing in the Philippines, 

L. B. Darrah & F. A. Tiongson, 1969) 

1/2粒と 1/s粒を砕米と見なすと，砂米含量は 25~ 4 3笏であり， Kiskisan よりは少ない

が， 日本におけるよりもかなり多い。 m-4図のものは， 2 4 PSのティーセルニンンンを備え

ており，能率は籾で 5.4 ~ 6. 8 ton/ 1 2 hr , 粕米歩留は 66~·68% とのことてあった。精米中には

3 0 希程度の砕米が含まれていた。

その他 2~3 の Cono型についての間取り結果を示すと圃ー 16 表のとおりである。

ill・-16表 Cono型ライスミルの能力

原動機 1日(10時間）の能力 (ton)

＇種類 1(出PS力) 籾 精米
備 考

ディーゼル 24 4. 5 ~ 5 6 上述②のミル

II 40 7 

II 42 3 5 

” 40 5 0 

なお， 日本製の機械を用いたライスミルも 2個所で稼動を始めているが， Cono型よりも良好

な性能を示している。

3, 農機利用上の問題点

lli トラクター・耕転整地用機械

まず乗用トラクターについてみると，タイの場合と同様に 50~7oPSの大型のものが主力になっ

ているが，問題点は指摘されなかった。

ただ稲作の場合は舟般に圃場区画が小さいために小型にも期待がかけられている。

この点日本製の 2 0 PS程度のものの利用仙伯は大きいと考えられるか．大きな問題は大邸に比ヘ

て馬力当りの価格が割高なうえに，一般農家は導入資金に乏しいことである。

次に歩行トラクターについてみると，導入機の大半は日本製であるが， 2, 3の問題をかかえている。

すなわち，⑦耕盤が深いあるいは雑草が多い条件下で利用されることが多いため，エンンンやミソ

ションに過負荷がかかる。⑦湿田に対処するために削員の広いカコ車輪を片lいているか， この場合機輻

-4 8 -



ょ~ りも耕幅か狭くなり，圃勘の隔を耕すために畜力を刊用しなければならない。⑰ ロ-~ クリ爪と車軸

か磨耗あるいは，破損し易いなどを指摘された Q

乗用，歩行用ともに堅牽化・単純化・現地適応性の向上を図る必要がのると考えら印る。

なら水田土！襄は梱壇士と泥質壌士が王と見うけられたか，畑作地帯ては岩石の屁入した未風化．」

壌が見られた、

{21 施肥機・播種機・移植機

施肥機と播種機は畑作のごく一部に限正されているため実情を知ることかてき~ なかった。日本から

鈍入された僅かの田植機についても

・ポンプ忌防除機

ることはできなかった。

原動機とボンプの利用は年々増加しているか人きな間題は見られない。日本製のエンシンに対し

耐久性"1ヽ 足の指摘があったか，使用状況が~「明なために実間はわからない。

立応，歩行トラク :5'・ーのエ｀~＇シンに閲しては·, ホ／

切ヤ
C±c C 

飢力源!して困ijJljC1j配；'.!:、ことが希

防除機の大半は人）］用であるか間題点を関き出すこ：夕はでき匁かった。

湛） 刈取械・選別機唸乾燥機や脱蝦機

としてはハインダ←—・と自脱コンハイン られているが，適／応性不足のために伸び

なやんでいる。すなわち，ハイング---につ tヽ ては脱粒ロスの問起かあり，またコン＇ハインについては

タイの場合と同様に湿田における走行性能の不足が指摘されており， さらに機構の岸純化も望まれて

いる。

脱穀機についてもタイと同様の問題がある（，すなわち，スレノン＇ャー同様の供給方式をとっている

ため，穂切の発生，脱穀室のつまり，脱穀選別部の破損等をおこしている。

刈取法の変更(低刈り）が無騨てあるとすれは，脱穀機構の改良と墜牽化が必要である 0

乾燥機については，農協に導入さわたばかりの循環加のものを見たが問題点を知るには至らなかっ

た。

Iii! 籾摺機・精米機

まず，農村と直結している Kiskisan 型についてみると，精米歩留が低く， しかも砕米が極端

に多いことは前述のとおりであり，米の生産の におけるこのようなロスの発生は入きな問題

である。

その対策として日本製の籾摺精白機の焉入も考えられているが，この場合および籾摺機が単体とし

て導入される場合は，タイにおけると同様にロールの耐久性が間題になる，9

次に， Cono邸についてみると，あまり大きな間題はないか，やはり精米歩留と砕米発生の面では

日本におけるよりもかなり劣っている。

最新の日本製の籾摺・粕米フラントは，性能的に良い成紐を示しているが，コムロールのみならず

の耐久性と選別機・石抜機の性能の向上が望まれている。

!GI 日本製農機の一般的な問題

① スヘアパーツ

T: 業水準の低いこの国においては，スペアハーソの準伽不足は大きな間題てあり，たとえは，歩
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テルチェンシが旱すざるために，指樽者や

和，一
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教育念スヘアハーソの1旦給等に負担を

定格念性記念使用読明

骨斐に日本の楔似は定格の標示や，英文の使用説明が欧米知品よりも劣っているか，使用

がないために

さらにカタログの性能は，

(7, 

クターの小翫品欠損の

の立案に困る

社会的な問題

＼
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4f ょ“し

増産意欲は低い。

なお，

めに，

欧米製品ては 20~40 % 

と指摘されたし

使用法かわからすに困っている例にも遭遇した。

日本での性能を見僭にして，過人に表示さ:ii., か

＼‘う苦言も刷いた0
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この国では，農業〈特に禾扇作：しにおける

ょ'iに見うげられ

見のと考えられる。

その第 1の理由は，

し力，し，

では，

一般嬰家

けている

る は 1月以l誓口

のスへ

-{ --ラーにとっては＄禾り知者に対

を日

く普及するま

~ 5 0努を地主に渡しているのが現状であるから，

・スベアパーソの不足・輸入農機の泌応性不足Iのほか，

準の低さ」が上げられる。

;, -・ ツの し
自

で

柏ろうとする傾

i
 

,＇ 
令

タイと同様に農家の購買力が乏しいことである。すなわち，

め

夕ナゴ'．．
 

にはやはりかなりの

：」

＇ 迦

より

ー

9

H
3
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4-、
ふ
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る使用技術v,:

袖い

月を要する

-f四家平均 3 ha 

の水田の平均籾収屋が l.5恥n/ha , 日本の 1/3--1/4 〉に対し，籾の仙格は畑当りふり， 000~ 40,000 

円（日本の約 1/3)• 輸入農機の価格は日本の 2--3倍という現実かあり，,_方農機の導入に対する

政府は僅かに融資の道が罪かれている（ポンフに対しては補助が崖る）か，金利は 10~18%と高い。

第 2の理由は，遅れた土地制度にある。すなわち，農家数の約 1/2を占める小作農は，収量の 3 0 

これらの農家においては肥料や農機の導入による

問題｝、~j、として，すでに述へたような「機械のコスト高

「耕地面積および圃場区画の狭小と技術水

2. 農業機械に関する試験研究状況

研究機関の組織と配置1. 

農業機械の試験研究は政府機関（主として農業天然資源省）で行なわれているが， そのほか国際稲

Ill 

作研究所でも行なわれていることは周知のとおりである。これらの組織を示すと次のとおりである。

(I -2図参照）

農業天然資源の植物産業局 (BPI) 
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（農機具礼用謀；

BPIの組餓・内容については， iフ，，リヒン， イントネシアにおける農業関係試験研究事情調査

昭和 42. 12 熱帯農研］に詳述されているが， その後若干の変史があり， 農業地域は 8地域

から l0地域に増加し，さらに以前の

また一部廃止，新設があった 0 で，に分けられ，

は ExperimentStation 

l 9 7 0年 2月現在では 1 6の Experiment

し
J Seed Farm 

Station, I 2の Seed Farm, Maligaya Ree Research and Training Center および

Economic Garden の計 3 0ヶ所である 0

~
~
 

?r] 
農業生産委員会 (APC) 

これは研究機関というよりもしろ普及機関であるが，

されている。

普及教育の過程において若十の調査研究がな
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Divis10n は， マニラの BPI本別にある 0 3課に分かれている

ことは削述のとおりであるが； 大学卒の研究者＼

）は約 2 0名いる 0 ここには農機研究川の圃場は

Mechanical 
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(
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また設備もあまりなく， の研

究の大半は BPIにおける他部門の研究と同様に試験場を追じて行 (;:;Iつれている。な

1 9 6 6 6 7年度における 数は :rnり『余り，研究予算は約 3億 l千万ド］，

件費〗 Div。の研究砂；容ぃょ，
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コンバインにおける ロスの調査

水稲および陸稲の粕米歩留の関査

l、ラクタ...の連営費の調査
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鯉的な耕転広；'.)研充

件こ水稲の

畑作関係

lウモロコゾ (,I)l島粕歩紹の調青

耕うん法かr.-、力の立毛状態；：およひ生産鼠におよばす影響の調査

釦 、アバカ用スヒン.I、ルマシ j、と用いた場合の繊維の歩留およひ品質に図する試読

も アハカ］）収髪時期応よひ剣皮時期が繊維の歩留や品質におよほす影響の調査

バカ片jスピ／＇、，しマン，/のナイフの飢究

、／ニクお ,J:ひ，夕 '7ネキの貯蔵試験

コービ↑ ー/'•/レノヽ·-·

そ :l)他

ン,/;イン，

のi灼飴の調査‘

ク、ー等の凸堂費にりりする研完

以 }・1Dよう tこ，忍騎研究は水詞の心:7), トウ壬口：':./, ア．，、力等に仏くま

に見だズ）尺ぃ試『「い日筒刑追風屹燥魔と脱数擬て，

の励同研 とであったぃパお，上心の課屈の中に位氏 t・］なかったが，

Division しつ試験研究の中には

っている,,

英国の NlAE

に関するものが3 かなり合~まれてい

タイの場合、ど~ 異匁り，アバカに関する'£,の以外は開発的な研究はあまり見ら汎ない。

へ3 Commission (農業生産委員会： APC) 

全国約 3,000名の農学系大学卒普及員の中に紀 4 0名の

をかかえており，機械化に関する若干の調査を行なっている。なお，

日本からの賠償による数百台の -、→ で取扱われている。

4. 大 学

il) Universit" of Ph・・・ y 111ppmes ¥. フィリヒン大学〉

スタノ，フは，助教授 l名，講師約 1 0名で，研究施設は比較的幣っている。

ここ数年来の研究は，耕転機具，播種機，除草機，収穫苔乾燥・調製加工機等について行なわれてお

り，われわれが訪間した際に IJ,

CD 立毛脱穀に閃する

② 水田除草機の

④ 

⑤ 大豆脱粒機の試作研究

等を行なっていた。

121Central Luzon State University(中部ルソン大学）

農業工学科の農機関係のスクッフは，助教授 l, 講師認よ である。この大学は，前身か
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ここには国連のエキスハ・～卜として， こ重大学の坂片助教授が滞在し

Araneta University 

訪閏することはてきなかったか，

研究は主として

こ
J IRRI ＼国際稲作研究所）
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活発に行なっている。
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c'ラム型動

1 9 6 7 年以よなさずして~ きた開発研究をしける

（アラネタ大学〉

この大学は歴史が古く

・果樹の栽培用機恢と加工用機械について行なわわているとのことて

には哀し長のドに数名の砧究ヌ、タゾフかむ

：これはフィリピンのスレッシャーメし—- ;/J ---

テーフル型動力脱穀機：現在実験，

て、ラクターの耕転および走行性に関する研究：湿田にわいて走行性を期ナ

研究，
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もちり｝研究麗設はフィ 1) ヒ，9

哀だ研究らしい研究は見られ

であーた。

が行なわれることになってし＼ 豆）マ;C・

し

したり
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一9, 

9
9
>
 

日
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て［廿発防な研~冗

り

崖を酬始し !; 
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•9 
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改良中

--夕りの試作

歩行トラクタ □叶Jアンモニア廊肥機：実験中

立毛コンハイン：

中

湿田用小型乗用トラクタ-: 実験中

回転円筒式選別機：実験中

次に伽発研究の裏付となるような基礎実験または調査を上げると次のとおりてある。

トラタタ-の湿田における転動抵抗測定

水田土壌の償入抵抗調令

稲々の除草法に関する試験

種々の脱穀機による生脱穀試験

扱歯の異なる扱胴の性能調脊ベ

稲秤および籾の物理性に関する研究

籾の高速乾燥に関する基礎試験

慣行農作業法に関する調査

農家における歩行用トラクターの

畜力および機械耕転の実態調査

.
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農機の利用状況と研究課題

稲作関係
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試験研究状況

研究施設

す， Bureau of Pla□ t Industry (ビ『'I)

研究苑没として見

り'
、p.• .• 
!JlV1Sl011 

をあけなければ ✓ ヽ ；き~

言ースを

のははとんどなし 0

Departrnent of 

, Central Luzon State University 

Department of 

ちにはかなり整うものと考えられる。

IHRI 汀） は現在設備肛査中であるから ~3年

の

!2) 

の胞設については多くの報告かあるとおり

研究陣と研究内容

測定用の設伽が整っ へ）ス3
，ヽ~

，
し

BP Iには約 2 0名のスクッフ（人学の 科または ）がおり， 研究の内容

としては開発研究よりも利用試験に重点かおかれている 0 しか これたけの人員で全国の稲のほか畑
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．冷℃ふど ーしなければならないので，陣容か不足している。

of Philippiies では若手研究者の研究が軌道に乗りつつあるよ

l RR Jは主として開発研究を行なっており; 見るべきものもあるか，

る。

スタ、＇，フは僅か数名であるか

ら限度が感ぜられる。

包 在外研究員の派遣について

タイと同様に機恢化のためには解決すべぎ間起が多いし， またフィリピンはタイよりも日本の農機

に依存しようとする意向が強いいで，

究者からは具体約に，

研究者の派遣は必要と考えられる（，われわれか接した数名の砧

と収穫機の完成のほか，選別機・乾燥機・精米機［フィリヒンに適する

ついての研究も進めて欲しい との 花 た。派遣の垢所としては， 1 RR Iの Engineer-

in旦 Division

蝕自の研究をどれたけ進められるかは疑間てある。

か研究設備必 面で最も恵まれ

かってこの場合は，当方の伍究課均や先古

協力方怯等について 況らか め充分な打合せを行なうこ

いるが， I RR Iに常駐する場合は日本

が必要と考 られるぐ

次に， BPI(!) 

検討，

Division も考えられるが，ここには研究施設

はあまりない］また圃場もない（ハで，研究の重点を「現地調査による農機の問題点の摘出と改善策の

Maligaya Research and あるいは適応性試験」におき， 研究そのものは

Centerあたりで行なうことになろう。この際農機の改造や

よって施設を拡充中の CentralLuzon State Universityの EngineeringDivision 

することは容易であろう。

，
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~' 

らノ 現在国連の

を利用
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（ タ イの部）

1. 乗用トラクター用水田補助車輪と砕土

ローター（トラクターは日本製）

3. 国産トラクター (Iron-Buffalo) 

5. 稲の刈取（鎌）

2. Engineering Divisionにおける

トラクターの操縦訓練

4. 水田砕土機 (M.R.D.Devakulの

報告から転載）

6. 稲の摘取（ナイフ）



,. 枷束の構による運樹 ＆ 摘取こうヽ だ稲の収納舎

且水斗巳よる脱穀 JO, 自急嵐による選別

11. 居箕

12. エンケルヘルグ型籾精白機



i孔小規模ライスミル

14. 1 3の内部

中規模ライ・"ミル 15ぴ〉内郎

I 7. 開発中の移動式籾摺・精白機 18. 乗 I、ラによる畑作地帯の耕転



19. カッサパの植付

21. カッサパ畑の除草

20. カッサバ畑の中耕

22. カノ CJ-バの切断と天日乾燥

（力 y サバチ，プ）



（フィリヒンの部）

l. 水牛 に よ る摯耕

掻い
＼f
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2. 日本製歩行トラククーによる耕和

4. Dapog育苗

5. 4の苗を用いた HJ柏 6. 刈取（鎌）



7. 脱穀（打穀）

9. 脱穀（大型スレッシャー）

11. 移動式のキスキサンミル

＆ 脱穀・選別（足踏によって脱粒された

籾は落↑の途中で自然風により選別さ

れる。）

10. ローカルメーカーで製作中の脱穀機

12. コーノーミルの内部



13. サトーキヒ新植のためのトラクク--

による作溝

15. サトーキヒの刈取（なた）

14. サトーキビの新植




